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第5章では、第2章 において示唆された連 続細 孔と塩 化物拡散の関係 を評価するため,セ
メント硬化体部分の内部構造を2次 元格子でモデル化し,擬似的な細孔のネットワークを構成
することで,押出成形セメント材料のマトリクスにおける塩化物イオン拡散係数をシミュレーショ
ンにより評価 した.図3に 示すフロー に従って細孔のネットワークを作成し,差分法によって塩
化物浸透解析 を行 ったところ,解析から得 られた拡散係数は実験から得 られた値とおおむね
一致した.さらに,このときの細孔の連続性 につ いて評価 を行ったところ,押出成形板 は350











































































































第2章 では,押 出成形材料の塩化物拡散特性について,実 験的検討を行っている。即ち,使 用 した押
出成形材料に含まれ る繊維量を変化 させることで,内 部の空隙構造 を変化 させ,拡 散に どのような影響
を及 ぼすのかを考察 した。その結果,押 出成形材料の塩化物拡散特性は,細 孔率だけでは評価 できない
ことを明らかに した。
第3章 では,塩 化物の拡散速度 に影響す る固定塩化物の特性 について,実験により評価 した。その結
果,押 出成形材料の固定塩化物の特性 は,ア ル ミネー ト水和物 と化学的に結合 したフリーデル氏塩の特
性ではなく,細 孔内に電気的に吸着 した吸着塩化物がその大半を占めていることを明 らかに した.
第4章 では,押 出成形材料 を型枠 としてモルタル と一体化 させ た試験体を作製 し,型枠材料 による塩
化物浸透抑止効果 について,実 効拡散係数 を元に実験により評価 した。その結果,型 枠 によ り被覆 され
たモルタルの実効拡散係数 は,型枠単体の実効拡散係数 と同程度 もしくは小 さくな り,型枠の塩化物浸
透抑止効果 を実証 した。
第5章 では,セ メン ト硬化体部分の内部構造 を2次 元格子でモデル化 し,擬似的な細孔のネ ットワー
クを構成することで,押 出成形セメン ト材料のマ トリクスにおける塩化物イオン拡散係数 をシ ミュレー
シ ョンにより評価 した。 さらに,こ の ときの細孔の連続性について評価 を行ったところ,押 出成形板は
350ナノメー トル以下の径 を持っ細孔が塩化物浸透の経路 となってい ることを示唆 した。
第6章 では,近年 開発 された塩化物吸着剤 を用いることによって,型枠部における固定塩化物特性の
高性能化 と,そ の型枠 を用いた塩化物浸透制御について実験的 に検討 を行った。その結果,混 入量を調
整することで固定化能力 をある程度調整す るこ とが可能であることを示 した。
以上,要 す るに本論文は,セ メン ト系打ち込み型枠用押出成形板を対象に,塩化物浸透 のメカニズム
を解明 し,セメン ト系打ち込み型枠用押出成形板 を利用した より積極的な鉄筋コンク リー ト構造物の耐
久設計法について提案 した もので,建 築学 の発展に寄与するところが少なくない。
よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格 と認 める。
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